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七
月 

別
名 

文
月
（ふ
づ
き
）・建
申
月
（け
ん
し
ん
げ
つ
）・

孟
秋
（も
う
し
ゅ
う
）ほ
か
に
七
夕
月
（た
な
ば
た
つ
き
）と
い
う
呼

び
方
も
あ
る
。 

文
月
は
『穂
含
月
（ほ
ふ
み
づ
き
）
』『
含
月
（ふ
く
み
づ
き
）』が
語

源
と
す
る
も
の
や
、
夜
が
長
く
な
る
の
で
読
書
に
適
し
て
い
る
こ

と
か
ら
の
命
名
と
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
暑

気
の
な
か
に
す
で
に
秋
の
気
配
を
感
じ
ま
す
。 

 
 

文
月
や
ひ
と
り
は
ほ
し
き
娘
の
子 

 
 

其
角 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

榛
名
湖 

 
 

 
 
 

 
 

 

『七
月
の
花
』 

合
歓
木
（ね
む
の
き
）、
百
日
紅
（さ
る
す
べ
り
）、
睡
蓮
、
蓮
、

野
花
菖
蒲
（の
は
な
し
ょ
う
ぶ
）ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
（日
光
木

菅
）、
紅
花
、
木
槿
（む
く
げ
）、
百
合
（ゆ
り
）な
ど 

『七
月
の
言
葉
』 

『七
夕
』天
の
川
を
は
さ
ん
で
、
こ
と
座
の
ベ
ガ
（織
女
星
）が
、

わ
し
座
の
ア
ル
タ
イ
ル
（牽
牛
星
、
彦
星
）と
出
合
い
ま
す
。

雨
で
川
が
渡
れ
な
い
と
き
は
、
鵲
（か
さ
さ
ぎ
）に
乗
っ
て
、

会
い
に
行
き
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

国
立
科
学
博
物
館
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
画
像
よ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

『ほ
お
ず
き
市
』七
月
九
日
、
十
日
は
浅
草
寺
で
ほ
お
ず
き

市
が
開
か
れ
ま
す
。
十
日
は
『功
徳
日
』と
言
っ
て
、
こ
の
日

観
音
様
に
お
参
り
す
る
と
四
万
六
千
日
分
の
御
利
益
が

あ
る
と
か
。 

 

『藪
入
り
』江
戸
時
代
、
小
正
月
の
一
月
十
五
日
と
お
盆

が
あ
る
七
月
十
五
日
の
翌
日
、
一
月
十
六
日
、
七
月
十
六

日
は
藪
入
り
と
言
っ
て
嫁
入
り
先
か
ら
お
嫁
さ
ん
が
、
又

奉
公
先
か
ら
丁
稚
や
女
中
が
実
家
に
帰
れ
る
休
日
で
し

た
。
奉
公
人
は
主
人
か
ら
お
小
遣
い
を
も
ら
い
、
帰
省
し
て



実
家
の
お
盆
や
正
月
に
加
わ
っ
た
り
芝
居
見
物
を
し
て

羽
を
伸
ば
し
た
と
の
こ
と
。 

『土
用
入
り
』夏
の
土
用
は
立
秋
前
の
十
八
日
間
を
指

し
、
七
月
二
十
日
ご
ろ
土
用
入
り
し
ま
す
。
こ
の
期
間

に
あ
る
丑
の
日
が
土
用
の
丑
の
日
で
、
夏
バ
テ
し
な
い
よ

う
に
鰻
、
し
じ
み
、
餅
、
卵
な
ど
精
の
つ
く
の
を
食
べ
る

習
慣
が
広
ま
り
ま
し
た
。
土
用
入
り
は
梅
を
干
す
こ
ろ

で
も
あ
り
ま
す
。 

『梅
雨
明
け
十
日
』七
月
中
旬
に
な
る
と
太
平
洋
高
気

圧
の
勢
力
が
増
し
て
梅
雨
前
線
を
北
に
押
し
上
げ
梅

雨
明
け
と
な
り
ま
す
。
雷
が
鳴
る
と
梅
雨
が
明
け
る

と
も
い
わ
れ
ま
す
。
ま
た
雨
の
日
が
続
く
こ
と
を
戻
り

梅
雨
と
言
い
ま
す
。
多
く
の
場
合
、
梅
雨
明
け
の
十
日

間
は
晴
天
が
続
き
、
夏
が
来
ま
す
。 

『真
夏
日
』最
高
気
温
が
二
五
度
以
上
の
日
を
夏
日
、
三

十
を
超
え
る
日
を
真
夏
日
と
言
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

夜
間
の
最
低
気
温
が
二
五
度
以
上
の
こ
と
を
熱
帯
夜

と
言
い
ま
す
。 

『ね
ぷ
た
祭
』『ね
ぶ
た
祭
』語
源
は
『
眠
た
し
』
と
か
。
弘

前
ね
ぷ
た
は
一
～
七
日
、
青
森
ね
ぶ
た
は
二
日
～
七

日
。 

『七
月
の
暦
」 

 

一 

日 
 

半
夏
生
、
富
士
山
開
き
、
国
民
安
全
の
日 

  

七 

日 
 

小
暑
、
七
夕
、
乾
め
ん
デ
ィ  

   

九 

日 
 

浅
草
観
音
ほ
お
ず
き
市
、
鷗
外
忌  

   

十 

日 
 

浅
草
観
音
四
万
六
千
日   

   

十
六
日  

藪
入
り  

   

十
八
日 

 

海
の
日 

   

十
九
日 

 

土
用 

   
 

二
十
二
日 

大
暑  

二
十
三
日 

相
馬
野
馬
追
い
大
祭
（～
二
十
五
日
） 

二
十
四
日 

河
童
忌
（芥
川
龍
之
介
命
日
） 

三
十
日 

  

土
用
の
丑 

   
 

参
考 

鈴
木
充
広
著
「暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」河
出
書
房
、 

白
井
明
大
「日
本
の
七
十
二
候
を
楽
し
む
」（東
邦
出
版
）、 

平
成
二
十
八
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（神
宮
舘
） 

日
本
大
歳
時
記
・暮
ら
し
の
歳
時
記
（講
談
社
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日
『今
日
は
何
の
日
か
？
』（講
談
社
） 

お
し
ら
せ 

一
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

二
、
当
番
医
は
七
月
三
日(

日)

、
八
月
七
日(

日) 

三
、
特
定
検
診
、
胃
が
ん
検
診
が
始
っ
て
い
ま
す
。 

六
月
一
日
～
十
一
月
三
十
日
ま
で 

四
、
秋
の
休
診
お
知
ら
せ 

 

九
月
十
七
日(

土)

二
十
日(

火)

二
十
一
日(

水) 

 

を
休
診
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
従
っ
て
、
医
院
は 

十
七
日
～
二
十
二
日
ま
で
六
日
間
休
み 

と
な
り
ま
す
の
で
お
間
違
え
な
い
よ
う
に
お
願
い
致 

し
ま
す
。 

 

五
、
第
十
四
回
開
院
記
念
コ
ン
サ
ー
ト 

七
月
二
十
一
日(

木)

七
時
か
ら
。
お
楽
し
み
に
。

フ
ル
ー
ト 

 

鶴
渕
千
景
さ
ん 

  

ピ
ア
ノ    

田
中
悠
一
郎
さ
ん 

          

六
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 

 
 

 

○
禁
煙
外
来 

○
骨
粗
鬆
症
の
検
査･

治
療 

○
ピ
ロ
リ
菌
有
無
の
検
索
と
除
菌 

○
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○
胃
カ
メ
ラ
・大
腸
カ
メ
ラ 

 

○
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

七
、
外
来
の
一
部
予
約
制
の
利
用
に
つ
い
て 

☆
１
時
間
１
名
ず
つ
、
予
約
制
で
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

前
日
ま
で
に
受
付
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

 



八
、
群
馬
県
保
険
医
協
会
二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

電
話
〇
二
七
―
二
三
四
―
四
九
七
〇

h
ttp

:/
/
w
w
w
.raijin

.co
m

/
ken

ko
/
 

           
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

竹
沼
キ
ス
ゲ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

椰
子
の
実 

  
 

 
 

 

作
詞  

島
崎
藤
村 

             
 

作
曲  

大
中
寅
二 

 

一 

名
も
知
ら
ぬ 

遠
き
島
よ
り 

 
 

流
れ
寄
る 

椰
子
の
実
一
つ 

 
 

故
郷
（ふ
る
さ
と
）の 

岸
を
離
れ
て 

 
 

汝
（な
れ
）は
そ
も 

波
に
幾
月 

 二  

旧
（も
と
）の
樹
は 

生
い
や
茂
れ
る 

 
 

枝
は
な
お 

影
を
や
な
せ
る 

   

わ
れ
も
ま
た 

渚
（な
ぎ
さ
）を
枕 

   

孤
身
（ひ
と
り
み
）の 

浮
寝
（う
き
ね
）の
旅
ぞ 

 

三 

実
を
と
り
て 

胸
に
あ
つ
れ
ば 

 
 

 

新
た
な
り 

流
離
（り
ゅ
う
り
）の
憂
い  

 
 
 

海
の
日
の 

沈
む
を
見
れ
ば 

    

た
ぎ
り
落
つ 

異
郷
の
涙 

  
 

思
い
や
る 
八
重
（や
え
）の
汐
々
（し
お
じ
お
） 

 
 

い
ず
れ
の
日
に
か 
国
に
帰
ら
ん 

                       

（昭
和
十
一
年
七
月
） 

 
 

 
 

    

け
ん
こ
う 

（八
十
二
） 

 

食
中
毒 

は
じ
め
に 

気
温
が
高
く
湿
気
の
あ
る
こ
の
時
期
は
、
食
中
毒
が 

 

多
い
季
節
で
す
。
発
生
の
予
防
に
は
食
中
毒
の
特
徴

を
よ
く
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
の
で
整
理
し
て
お
き

ま
す
。 

一
、
食
中
毒
と
は
？ 

 
 

食
中
毒
と
は
、
食
べ
物
が
原
因
で
、
腹
痛
、
発
熱
、
下
痢

な
ど
を
起
こ
し
、
体
の
具
合
が
悪
く
な
る
こ
と
を
い
い
、

加
熱
の
不
十
分
な
肉
類
や
魚
介
類
、
卵
な
ど
で
起
こ
り

や
す
い
。  

原
因
は
、 

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
が
一
番
多
く

ま
た
毒
キ
ノ
コ
や
ふ
ぐ
が
も
つ
毒
（自
然
毒
）や
化
学
物

質
に
よ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。  

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
は
、
汚
れ
た
手
、
よ
く
洗
っ
て
い
な
い
食

べ
物
、
料
理
し
た
後
で
洗
っ
て
い
な
い
調
理
具
（包
丁
や
ま

な
板
）に
沢
山
つ
い
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。  

多
く
の
食
中
毒
は
、
細
菌
、
ウ
イ
ル
ス
、
毒
が
体
の
中
に

入
っ
て
か
ら
１
日
か
ら
２
日
後
に
起
こ
り
ま
す
が
、
短
い

場
合
は
食
後
３
０
分
、
長
い
場
合
は
食
後
１
週
間
以
上

経
っ
て
か
ら
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。  

月曜 赤痢・パラチフス 

火曜 ガン対策の心構え 

水曜 こどもの夜泣き 

木曜 女性に冷えは大敵？ 

金曜 乳腺の炎症 

土日 しみ・ソバカスの悩み 

http://www.raijin.com/kenko/
http://www.raijin.com/kenko/


＊
病
原
性
大
腸
菌
に
よ
る
食
中
毒
の
発
症
は
食
後
２
日

か
ら
１
０
日
と
長
い
た
め
、
そ
の
間
に
他
の
人
に
感
染

（
う
つ
）っ
た
り
、
原
因
が
同
定
し
づ
ら
い
こ
と
が
特
徴

で
す
。  

二
、
原
因
物
質
別
食
中
毒
発
生
状
況
（平
成
２
７

年
） 

 

（患
者
数
／
発
症
件
数
）で
見
る
と
、 

 
 

細
菌 

 
 

 
 

602
9/

431
 

 
 

ウ
イ
ル
ス 

 
 

150
127

/4
85

 

 
 

寄
生
虫 

 
 

 30
2/

144
 

 
 

自
然
毒     24

7/
96

 

で
あ
り
、
ウ
イ
ル
ス
で
一
件
当
た
り
の
患
者
数
が
最 

も
多
い
。 

三
、
原
因
施
設
別
食
中
毒
発
生
状
況 

 
 

一
般
に
食
中
毒
は
集
団
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
、

家
庭
で
は
起
こ
り
に
く
い
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
す

が
、
図
の
よ
う
に
飲
食
店
で
の
感
染
が
６
１
．
７
％

と
最
も
多
く
、
２
番
目
に
は
家
庭
で
の
感
染
が
９
．

７
％
と
高
く
、
家
庭
内
で
も
多
く
起
き
て
い
る
こ

と
が
分
り
ま
す
。
こ
の
順
番
は
十
年
間
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。
各
家
庭
で
も
『
食
中
毒
』
に
関
す
る
知
識

を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

厚
労
省
資
料
よ
り 

 
 

 
 

四
、
家
庭
で
の
食
中
毒
の
発
生
件
数 

 

家
庭
で
起
こ
る
食
中
毒
件
数
は
こ
の
十
数
年
間
、 

１
５
０
件
前
後
で
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
。
原
因
食
品
で 

多
い
の
は
、
お
に
ぎ
り
、
寿
司
、
刺
身
、
卵
料
理
で
す
。 

お
も
な
発
生
要
因
は 

食
品
を
室
温
で
放
置
、
手
や 

調
理
器
具
の
不
衛
生
、
加
熱
が
不
十
分
な
ど
で
、
ち
ょ 

っ
と
し
た
不
注
意
や
油
断
か
ら
起
き
て
い
ま
す
。  

五
、
食
中
毒
の
月
別
発
生
件
数 

 

食
中
毒
は
い
つ
起
き
や
す
い
か
に
つ
い
て
み
て
み
ま
す
。 

 

月
別
発
生
件
数
で
は
細
菌
に
よ
る
食
中
毒
は
６
月
か
ら
９ 

月
の
夏
期
に
多
く
、
冬
場
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒  

が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
細
菌
に
よ
る
食
中
毒
は
６
月
か
ら

９
月
に
細
菌
が
増
殖
し
や
す
い
温
度(

３
０-
３
５
℃
）、
湿

度
の
条
件
が
そ
ろ
う
た
め
多
く
発
生
し
ま
す
。
９
月
に
な
っ

て
も
安
心
で
き
ま
せ
ん
。(

高
温
・多
湿
と
い
う
環
境
に
よ

る
原
因) 

そ
の
ほ
か
に
暑
い
時
期
に
は
食
欲
が
低
下
し
た
り
、
睡
眠

が
十
分
に
と
れ
な
か
っ
た
り
し
て
細
菌
な
ど
に
対
す
る
抵

抗
力
が
低
下
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。(

人
間
の
側
の

原
因)  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六
、
食
中
毒
菌
の
特
徴 

 

食
中
毒
菌
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
次
の
様 

な
性
質
が
あ
り
ま
す
。
予
防
の
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
る 

こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。 

１
．
色
、
味
を
変
え
ず
、
に
お
い
も
付
け
な
い
の
で
、
傷
ん

で
い
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。 

２
．
高
温
多
湿
の
環
境
で
増
殖  

 
 

 

２
５
℃
以
上
、
湿
度
７
５
％
以
上
で 

活
発
に
活
動  



七
、
主
な
食
中
毒
の
原
因
菌 

          
 

 
 

   

日
本
で
発
生
す
る
食
中
毒
の
原
因
と
し
て
、
カ

ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
に
よ
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
最
近
で
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
も
の
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
細
菌
だ

け
で
な
く
、
ウ
イ
ル
ス
や
、
毒
き
の
こ
、
ふ
ぐ
毒

な
ど
の
自
然
毒
も
あ
り
ま
す
が
、
頻
度
は
高
く

あ
り
ま
せ
ん
。  

     

八
、
食
品
と
細
菌
・食
中
毒
の
関
係 

Ｎ
Ｈ
Ｋ 

テ
レ
ビ
『き
ょ
う
の
健
康
』よ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

九
、
食
中
毒
に
関
す
る
誤
っ
た
考
え 

 

食
中
毒
を
起
こ
す
細
菌
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類 

 

 

が
あ
り
ま
す
。 

 

最
近
は
生
産
や
流
通
で
の
衛
生
管
理
が
厳
し
く
な
っ  

 

て
い
る
た
め
、
『買
っ
て
き
た
食
品
は
安
全
だ
』と
考 

 

 

え
が
ち
で
す
が
、
こ
う
し
た
細
菌
は
購
入
し
た
食
品(

主   

  

に
生
鮮
食
品)

に
初
め
か
ら
つ
い
て
い
る
の
で
す
。 

  

た
と
え
ば
、 

    

肉 

類
：カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌 

 
 

 
      

（Ｏ
１
５
７
）  

魚
介
類
：腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
菌 

 
 

生 

卵
：サ
ル
モ
ネ
ラ
菌  

野 

菜
：ウ
エ
ル
シ
ュ
菌  

お
に
ぎ
り
・弁
当
：黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌 

が
つ
い
て
い
ま
す
。 

『細
菌
は
つ
い
て
い
る
も
の
』と
い
う
認
識
を
持
っ
て
、
食 

 
 

 

品
を
取
り
扱
う
こ
と
が
大
切
で
す
。   

十
、
食
中
毒
予
防
の
３
原
則 

原
則
は
菌
を
、
『つ
け
な
い
』『増
や
さ
な
い
』 

『殺
菌
す
る
』で
す
。 

１ 

つ
け
な
い 

 

手
や
調
理
器
具
を
介
し
て
ほ
か
の
食
品
に
移
る
こ
と
を 

 

 

二
次
感
染(

交
差
感
染)

と
い
い
ま
す
。  

二
次
感
染
の
予
防
は
、 

・手
洗
い 

・台
所
の
衛
生
管
理  

 
 

 

に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
ま
す
。  

２ 

増
や
さ
な
い 

 

細
菌
の
増
殖
は
、
１
０
℃
か
ら
６
０
℃
で
起
き
ま
す
。  

 

そ
の
た
め
、
早
め
に
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
で
の
低
温
保
存 

 

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

３ 

殺
菌
す
る 

 
 

ほ
と
ん
ど
の
細
菌
は
７
５
℃
で
１
分
間
で
死
滅
す
る 

 

こ
と
か
ら
、 

 
 

・食
品
の
中
ま
で
十
分
に
加
熱 

 
 

・ふ
き
ん
や
ま
な
板
は
熱
湯
や
漂
白
剤
で
殺
菌
を
。 

 



十
一
、
手
洗
い
を
す
る
時
期 

・ 
調
理
の
前  

・ 
肉
や
魚
を
触
っ
た
後  

・ 

食
事
の
前  

・ 

ト
イ
レ
の
あ
と  

・ 

外
出
か
ら
帰
宅
し
た
と
き  

・ 

ペ
ッ
ト
を
触
っ
た
後  

・ 

は
な
を
か
ん
だ
後 

 
 

 
な
ど 

 

十
二
、
お
わ
り
に 

 

食
中
毒
は
原
因
菌
及
び
食
品
と
の
間
に
特
徴
が
あ 

 
 

り
、
こ
れ
を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
家
庭
に
お
け
る 

 
 

中
毒
を
予
防
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た 

症
状
（
発
熱
・
腹
痛
・下
痢
・嘔
吐
な
ど
）
が
出
現

し
た
ら
早
め
に
医
療
機
関
に
連
絡
す
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
際
、
一
日
～
数

日
前
ま
で
に
食
べ
た
も
の
に
心
配
な
も
の
が
な
か

っ
た
か
、
一
緒
に
食
べ
た
人
に
同
じ
よ
う
な
症
状

が
起
き
て
い
な
い
か
を
知
る
こ
と
は
、
診
断
を
早

く
す
る
た
め
に
は
極
め
て
重
要
で
す
。
更
に
、
売

薬
や
、
置
き
薬
、
周
囲
の
人
が
使
用
し
て
い
る
薬

を
服
用
し
た
が
治
ら
な
い
と
受
診
す
る
方
が
お

ら
れ
ま
す
が
、
診
断
の
妨
げ
に
な
り
、
薬
剤
自

体
も
病
状
に
危
険
に
作
用
す
る
こ
と
が
あ
る
の 

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

  

院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（百
二
十
八
） 

◇ 

先
日
自
動
車
の
免
許
更
新
に
行
っ
た
時
の
こ
と
。

自
分
で
は
患
者
さ
ん
の
試
験
や
検
査
を
た
く
さ
ん

や
っ
て
い
る
く
せ
に
、
自
分
が
検
査
を
受
け
る
段
に

な
る
と
、
め
っ
き
り
気
弱
に
な
っ
て
し
ま
う
。
老
眼
の

度
が
進
み
、
聴
覚
も
か
な
り
落
ち
て
き
て
い
る
。
視

力
検
査
で
、
女
性
の
係
官
が
、
こ
れ
は
な
に
・・・、
こ

れ
は
ど
っ
ち
と
指
示
棒
で
指
す
。 

『は
あ
…
わ
か
り
ま
せ
ん
』 

と
こ
た
え
る
と 

『え
ー
っ
』 

と
驚
い
て
見
せ
、
首
を
か
し
げ
、 

『じ
ゃ
あ
・・・こ
れ
は
？
』 

『わ
か
り
ま
せ
ん
』 

『え
ー
え
ー
え
ー
っ
（こ
ん
な
に
お
ど
ろ
い
て
み
せ
な

く
て
も
よ
い
の
に
ー
）そ
れ
じ
ゃ
ー
原
付
以
外
で
は
メ

ガ
ネ
を
か
け
な
く
ち
ゃ
運
転
で
き
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
よ
（そ
れ
で
い
い
で
す
よ
、
い
つ
も
メ
ガ
ネ
を
か

け
て
運
転
し
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
よ
り
早
く
終
わ

り
に
し
て
帰
り
た
ー
い
）』 

老
化
に
よ
る
生
理
的
機
能
の
衰
え
を
、
あ
た
か
も
犯

罪
を
犯
し
た
か
の
よ
う
に
非
難
さ
れ
て
、
私
は
意
気

消
沈
し
て
帰
途
に
着
い
た
。 

と
こ
ろ
が
い
く
ば
く
も
経
た
ぬ
う
ち
に
、
は
っ
と
気
が

つ
い
た
。 

 

『こ
ん
な
に
血
圧
が
高
く
て
ど
う
し
て
い
ま
ま
で
放
っ

て
お
い
た
ん
で
す
か
っ
』 

 

『こ
の
体
重
は
ど
う
し
た
ん
で
す
か
っ
、
あ
れ
ほ
ど
下

げ
て
く
る
よ
う
に
言
っ
た
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
っ
』 

『癌
が
こ
ん
な
に
進
行
し
て
い
ま
す
よ
．
な
ん
で
こ
ん 

 

な
に
な
る
ま
で
放
っ
て
お
い
た
ん
で
す
か
っ
』 

非
難
さ
れ
る
べ
き
は
、
普
段
の
自
分
の
姿
で
し
た
。 

美
し
く
お
り
上
が
っ
た
ク
モ
の
巣 

 

 

 

◆
医
院
の
周
り
の
花
壇
や
植
え
込
み
に
小
さ
な
薄
紫

の
花
を
つ
け
た
一
見
ひ
ょ
ろ
っ
と
し
た
草
花
が
あ
る
。

邪
魔
に
な
っ
た
ら
草
の
幹
を
つ
か
ん
で
簡
単
に
引
き

抜
く
こ
と
が
で
き
そ
う
な
草
で
あ
る
が
、
と
ん
で
も



な
い
、
痛
い
、
と
手
を
引
っ
込
め
る
。
危
険
な
草
で

何
度
か
思
い
切
り
手
を
刺
さ
れ
た
。
よ
く
見
る

と
草
の
幹
に
も
葉
の
輪
郭
に
も
表
面
に
も
、
裏

に
ま
で
び
っ
し
り
鋭
い
と
げ
が
生
え
て
い
る
。
名

前
を
調
べ
る
と
「ワ
ル
ナ
ス
ビ
」と
あ
り
、
ま
さ
に

ぴ
っ
た
り
の
名
前
で
あ
る
。
牧
草
に
混
じ
り
北
米

か
ら
流
入
し
て
き
た
も
の
で
全
草
に
ソ
ラ
ニ
ン
と

い
う
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
芽
に
あ
る
の
と
同
じ
毒
が
含

ま
れ
て
い
る
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ワ
ル
ナ
ス
ビ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
ん
な
に
毒
の
身
を
棘
で
固
め
て
一
体
ど
う
い
う

気
で
い
る
ん
だ
ろ
う
。
声
も
か
け
ら
れ
な
い
じ
ゃ

な
い
か
、
と
つ
い
思
っ
て
し
ま
う
。
ひ
ょ
っ
と
し
て
私

に
は
毒
が
あ
る
か
ら
食
べ
よ
う
と
近
付
か
な
い
で

ね
、
と
い
う
考
え
が
あ
る
の
だ
と
す
れ
ば
驚
き
で
あ

る
が
・・・。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

榛
名
湖
に
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

◇
尾
籠
な
話
で
恐
縮
だ
が
、
家
の
風
呂
で
入
浴
中
、  

浴
槽
の
な
か
で
垢
擦
り
を
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
。
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
あ
る
水
の
な
か
で
、
垢
の

ひ
と
こ
す
り
な
ぞ
わ
か
り
っ
こ
な
い
と
思
う
の
だ

が
、
翌
朝
に
な
り
湯
を
払
う
と
き
に
は
、
悪
事
は

歴
然
と
し
て
く
る
の
で
愕
然
と
す
る
。
斯
く
の
ご

と
く
私
の
生
涯
の
垢
も
、
善
行
も
、
悪
行
も
、
神

さ
ま
か
、
閻
魔
様
か
、
仏
様
か
、
ア
ッ
ラ
ー
の
前
で

は
隠
し
よ
う
が
な
い
の
だ
な
と
思
い
知
ら
さ
れ
る
。

自
分
で
も
忘
れ
て
い
た
悪
行
が
次
か
ら
次
と
、
露

わ
れ
て
く
る
の
に
対
し
て
、
善
行
は
数
え
る
ほ
ど

し
か
な
い
様
な
生
涯
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
い
ま

か
ら
で
も
善
事
を
積
み
上
げ
た
い
も
の
で
あ
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

◆
母
の
四
十
九
日
忌
を
前
に
、
帰
郷
し
た
私
に
父 

 

が
紙
片
に
書
き
写
し
た
短
歌
を
見
せ
て
く
れ
た
。 

 

『雪
降
れ
ば
雪
子
と
ぞ
思
ふ
走
り
出
で
て
心
ゆ  

く
ま
で
掌
に
と
ら
ま
ほ
し
』 

 
   

昭
和
３
１
年
か
ら
４
３
年
ま
で
経
団
連
会
長 

と 

し
て
『
財
界
総
理
』
の
異
名
を
と
っ
た
『
石
坂
泰
三
』

が
愛
妻
『雪
子
』さ
ん
を
亡
く
し
た
時
の
悲
し
み

を
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
は
城
山
三
郎
著
「も
う
き
み
に
は
頼
ま
な

い
」に
詳
し
い
。 

八
十
を
過
ぎ
た
父
が
、
母
を
失
っ
た
悲
し
み
を
胸



に
納
め
て
過
ご
し
て
い
た
と
き
に
、
こ
の
歌
に

出
会
っ
た
の
で
し
た
。  

 
 

 
 

 
 

ゼ
ニ
ア
オ
イ 

 

 
 

『雪
枝
』、
母
の
名
で
あ
る
。
こ
の
歌
の
記
事
に
出

会
っ
た
と
き
の
父
の
感
動
は
ど
れ
ほ
ど
だ
っ
た
だ

ろ
う
。
父
を
な
ぐ
さ
め
る
た
め
に
こ
の
記
事
が
書

か
れ
た
と
し
か
思
え
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
『石
坂
』

は
思
い
っ
き
り
声
に
出
し
て
『会
い
た
い
よ
』と
叫

ん
だ
の
だ
。
そ
う
な
ん
だ
、
女
々
し
い
こ
と
で
は
な

い
ん
だ
と
父
は
思
っ
た
に
違
い
な
い
。
法
事
が
お

わ
る
こ
ろ
父
が
挨
拶
し
て
こ
の
歌
を
披
露
し
よ
う

と
し
た
が
、
途
中
で
声
が
詰
ま
っ
て
語
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
法
事
な
ぞ
た
だ
の
酒
宴
だ
。
父
の

声
は
か
き
消
さ
れ
、
喧
騒
の
な
か
に
一
人
ぼ
っ
ち

の
父
が
い
た
。
父
の
涙
を
見
た
の
は
生
涯
で
こ
の

時
だ
け
で
あ
る
。
あ
れ
だ
け
の
人
数
の
な
か
で
誰
も

父
の
心
を
知
ら
な
か
っ
た
。
父
の
心
の
な
か
で
燃
え

て
い
る
炎
を
も
っ
と
発
露
さ
せ
て
あ
げ
れ
ば
よ
か
っ

た
と
悔
や
ん
で
い
る
。 

 

◇
い
つ
も
の
外
来
で
… 

『最
近
物
忘
れ
が
多
く
な
っ
て
、
こ
れ
は
認
知
症
が

始
ま
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
心
配
で
心
配
で
…
』 

 

『老
人
の
物
忘
れ
は
自
然
な
も
の
、
朝
ご
飯
の
お
か
ず

の
名
前
が
分
か
ら
な
い
の
が
そ
れ
、
朝
食
べ
た
こ
と
も

忘
れ
て
し
ま
い
、
改
め
て
朝
飯
を
食
べ
よ
う
と
す
る

の
が
認
知
症
だ
か
ら
、
○
○
さ
ん
の
は
大
丈
夫
』 

 
 

と
言
い
つ
つ
も
、
自
分
で
も
、
人
の
名
前
、
鍵
や
手

帳
の
置
い
た
場
所
が
想
い
出
せ
ず
に
苦
労
し
て
お
り
、

自
分
こ
そ
、
認
知
症
真
っ
只
中
に
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
疑
心
暗
鬼
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。 

 
 

置
く
場
所
を
定
め
て
い
て
も
、
今
回
だ
け
は
こ
こ
に

と
強
く
意
識
し
て
お
い
て
み
る
が
、
ま
ず
失
敗
す
る
。

置
く
と
こ
ろ
に
置
い
て
お
か
な
い
と
探
す
分
だ
け
時

間
が
も
っ
た
い
な
い
。 

反
面
、
物
忘
れ
に
は
楽
観
的
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
る
。
こ
の
５
，
６
年
間
何
回
も
物
を
失
く
し
た
こ

と
が
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
全
部
が
そ
の
う
ち
に
出
て

き
て
い
る
。
こ
れ
は
日
常
生
活
で
あ
ま
り
よ
そ
に
出

か
け
な
い
こ
と
も
あ
り
、
失
く
し
た
と
し
て
も
、
家
の

外
に
は
出
て
い
な
け
れ
ば
い
つ
か
出
て
く
る
だ
ろ
う

と
い
う
開
き
直
り
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
出

て
来
た
時
の
喜
び
は
ま
た
ひ
と
し
お
で
あ
る
。
当
座

探
し
て
い
る
も
の
が
み
ん
な
見
つ
か
り
、
当
座
見
つ
か

ら
な
い
も
の
が
何
も
な
い
と
不
思
議
な
も
の
で
か
え

っ
て
不
安
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。 

大
変
な
場
合
が
あ
る
。
私
に
は
秩
序
だ
っ
た
置
き
場

所
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
家
内
に
は
ご
み
の
山
の
よ

う
に
見
咎
め
ら
れ
て
掃
除
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
。 

『あ
れ
は
ど
う
し
た
？
』 

『あ
れ
は
ゴ
ミ
だ
と
思
っ
た
か
ら
片
づ
け
ま
し
た
』 

と
、
こ
れ
は
絶
望
的
大
打
撃
で
目
の
前
が
真
っ
暗
に

な
る
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

榛
名
湖
の
太
公
望
た
ち 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 



も
う
ひ
と
つ
。
失
せ
も
の
が
発
見
さ
れ
た
過
程
を

数
多
く
学
習
し
て
お
く
と
、
新
た
な
逸
失
物
が

生
じ
た
と
き
に
以
前
の
発
見
の
例
に
当
て
は
め
て

探
す
と
見
つ
か
る
こ
と
が
多
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

こ
ど
も
の
こ
ろ
読
ん
だ
『良
寛
さ
ま
』と
い
う
漫

画
で
、
村
人
が
自
分
の
お
金
を
空
に
向
か
っ
て
投

げ
、
草
む
ら
に
落
ち
た
お
金
を
一
所
懸
命
探
し

て
、
見
つ
か
っ
た
と
き
大
喜
び
し
て
い
る
。
そ
の
姿

を
見
た
良
寛
さ
ま
が
、
そ
ん
な
こ
と
楽
し
い
は
ず

が
な
い
と
自
分
も
投
げ
て
み
た
。
も
う
薄
暗
や

み
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
な
か
な
か
見
つ
か
ら

な
い
。
良
寛
さ
ま
は
困
っ
て
し
ま
っ
た
。 

『そ
ら
見
た
こ
と
か
、
な
ん
て
馬
鹿
な
こ
と
を
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
か
、
投
げ
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ

た
な
あ
』 

と
悔
い
て
疲
れ
て
地
面
に
尻
を
つ
い
た
と
き
に
、 

『あ
っ
た
ー
っ
』 

と
、
喜
ん
だ
。
失
く
し
た
と
思
っ
た
お
金
が
戻
っ
て
来

た
の
だ
。
村
人
の
い
う
こ
と
が
本
当
だ
っ
た
と
い
う
良

寛
さ
ま
の
話
。
新
約
聖
書
の
『放
蕩
息
子
』の
帰
還
の

話
に
ま
で
敷
衍
す
る
の
は
話
が
行
き
す
ぎ
か
も
し
れ

な
い
が
、
失
く
し
た
も
の
への
再
会
は
健
康
的
な
快

楽
で
は
あ
る
。 

こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
増
強
す
る
物
忘
れ
、
怖
が
る

だ
け
で
な
く
、
挑
戦
挑
戦
の
き
も
ち
で
。 

竹
沼
に
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 


